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ディスクを内蔵したものやGP- 1 B (General Purpose Interface Bus) や RS -2 3 2 C (Reco 




今回、 「振動計測技術の修得 J の研修機会が与えられたので、振動現象の測定や「走行車両の質





























図 1 . システムを構成すbために械情合的判断力のための知識
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矢印有ー (1 ・ i . -.ー}で項目を温慨し、リターンキーを押してください
(Ii S C キーを押すと闘の画面に反ります〉
7S ISO 300 600 1200 2400 4&ω9600 19200 





C OM 1 : 71イ，~名、回綾番号
N 8 1 : }\-y リティ、 7--~t-.~~ ，ストア r ット









(b) G P -1 B 
図 3 .計測器からのデータ収集用プログラム・フローチャート
実験に使用した測定器は、次の通りである。
E パソコン J : PC-9801RX , CPU=80286 
Z デジタルオシロレコーダ.1 :払ニエ』スRT3208N
121:-外A/D 変換器、 (標) RS-232C 
r デジタルスペクトラム・アナライザ』
R9211E 、最大 100KHZ 、 2 CH 、
16bitの FFT解析方式、 (標) GP-I B 
r PC-9801用拡張ボード /GP-IB-íけ-7x.-スVード』
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は、 F = (m 0 + m 2) g (2) 
となり、車両が走行して計測台乗ったときに
働く力は、静荷重と動荷重の和となる。
F = (m 0 + m 2)g -k 2 X 2 -C 2 X 2 (3)
車両荷重の信号を、車両が計測台に乗って
からある時刻 t= t 0から一定時間T ごとに、
t 日から T ごとに Fo. Fl. F 2• F3. F 4の
5 個の信号をとると、一般解の特性方程式を
解いて、次の行列式と置くと
(ム o b. 1 I Iα:1 二一|ム zム 1 ム 21 Iα1 I I ム 3 I (4) 
係数α 。等が求まる。走行車両の質量は次式より
F= (mO+m2) g 
=αoFo+αlFl+F2/α 。 +α1 十 1 (5) 
図 5. 実験装置の系統図 51r・ in A・plirier
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図 6. 測定した振動解析波形
と求まる。ここで、ばね定数や粘性係数は理論上任意、変位の初期条件も質量には影響しない。
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